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【手続補正１】
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに実装された方法であって、
　外れ値偏りを低減するステップを含み、
　前記外れ値偏りを低減するステップは、
　一以上の外れ値を決定するべく使用される一の偏り基準を選択するステップと、
　少なくとも一つの変数に対して集められたすべての実際値を含む一の完成したデータセ
ットを与えるステップと、
　数学モデルに関連付けられた複数のモデル係数の一セットを与えるステップと、
　（１）前記数学モデルの前記完成したデータセットへの適用に基づいて、前記完成した
データセットに対する複数の予測値の一セットをプロセッサが生成するステップと、
　（２）前記複数の予測値の一セットを、前記完成したデータセットの対応実際値と対比
することによって一の誤差セットを前記プロセッサが生成するステップと、
　（３）前記誤差セット及び前記偏り基準に基づいて複数の誤差しきい値の一セットを前
記プロセッサが生成するステップと、
　（４）前記複数の誤差しきい値の一セットの外にある対応誤差セット値を有する前記完
成したデータセットの要素を含む除去されたデータセットを前記プロセッサが生成するス
テップと、
　（５）前記誤差セット及び前記複数の誤差しきい値の一セットに基づいて、前記除去さ
れたデータセット内には存在しない前記完成したデータセットのすべての要素を含む一の
打ち切られたデータセットを前記プロセッサが生成するステップと、
　（６）前記打ち切られたデータセットに基づいて、前記数学モデルに関連付けられた複
数の更新モデル係数の一セットを前記プロセッサが生成するステップと、
　（７）一の打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまでステップ（１）～（６）
を一反復として繰り返し、前記反復において、前記複数の予測値の一セット、前記誤差セ
ット、前記複数の誤差しきい値の一セット、前記除去されたデータセット、及び前記打ち
切られたデータセットが、前記複数の更新モデル係数の一セットを使用して生成されるス
テップと
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　を含む方法。
【請求項２】
　前記複数の予測値の一セットは、前記完成したデータセット及び前記複数のモデル係数
の一セットに基づいて生成され、
　前記複数の予測値の一セットは独立的に、前記少なくとも一つの変数に対して集められ
た前記すべての実際値から生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記誤差セットは、式：相対誤差ｍ＝（（予測値ｍ－実際値ｍ）／実際値ｍ）２（「ｍ
」は参照番号）を使用して生成された複数の相対誤差の一セットである、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記誤差セットは、式：絶対誤差ｍ＝（予測値ｍ－実際値ｍ）２（「ｍ」は参照番号）
を使用して生成された複数の絶対誤差の一セットである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記誤差セットは、複数の絶対誤差の一セット及び複数の相対誤差の一セットである、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記誤差セットは、前記対応実際値と前記複数の予測値の一セットとの差分である、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の更新モデル係数の一セットは、前記打ち切られたデータセット及び前記複数
のモデル係数の一セットに基づいて生成される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記外れ値偏りを低減するステップは、
　前記複数のモデル係数の一セット及び前記対応実際値に基づいて複数のパフォーマンス
値の一セットを生成するステップと、
　前記複数の更新モデル係数の一セット及び前記対応実際値に基づいて複数の更新パフォ
ーマンス値の一セットを生成するステップと
　をさらに含み、
　前記打ち切りパフォーマンス終了を満たすことは、前記複数のパフォーマンス値の一セ
ット及び前記複数の更新パフォーマンス値の一セットに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のパフォーマンス値の一セットは、第１標準誤差値及び第１決定係数値の少な
くとも一つを含み、
　前記複数の更新パフォーマンス値の一セットは、第２標準誤差値及び第２決定係数値の
少なくとも一つを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は一の標準誤差を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は一の決定係数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数の更新モデル係数の一セットを生成するステップは、前記複数の予測値の一セ
ットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットを最小化するステップをさらに
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の予測値の一セットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットは、
非線形最適化モデルを使用して最小化される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の予測値の一セットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットは、
線形最適化モデルを使用して最小化される、請求項１２に記載の方法。
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【請求項１５】
　前記完成したデータセットは、工業プラント施設、発電施設、及び精製施設の少なくと
も一つである施設に対する複数のパフォーマンス値を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記外れ値偏りを低減するステップは、
　前記完成したデータセットに基づいて一のランダムデータセットを生成するステップと
、
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまで前記ランダムデータセットに対
してステップ（１）～（６）を繰り返すステップと、
　前記偏り基準に対応する前記完成したデータセット及び前記ランダムデータセットに対
して複数の最終パフォーマンス値の一セットを生成するステップと、
　第２偏り基準を選択するステップと、
　前記第２偏り基準を使用して前記打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまで前
記完成したデータセット及び前記ランダムデータセットに対してステップ（１）～（６）
を繰り返すステップと、
　前記第２偏り基準に基づいて前記完成したデータセット及び前記ランダムデータセット
に対して複数の最終パフォーマンス値の第２セットを生成するステップと、
　前記完成したデータセットに対する前記複数の最終パフォーマンス値の一セット及び前
記複数の最終パフォーマンス値の第２セットを、前記ランダムデータセットに対する前記
複数の最終パフォーマンス値の一セット及び前記複数の最終パフォーマンス値の第２セッ
トと対比するステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ランダムデータセットは、前記完成したデータセットにおける前記値の範囲内にあ
る複数の値から展開された複数の任意抽出データ値からなる、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　コンピュータに実装された方法であって、
　外れ値偏りを低減するステップを含み、
　前記外れ値偏りを低減するステップは、
　施設に対する少なくとも一つの目標変数を選択するステップと、
　前記少なくとも一つの目標変数に対して決定された複数の実際値の一セットを選択する
ステップと、
　前記施設に対する一の完成したデータセットを取得するステップであって、前記完成し
たデータセットは、前記少なくとも一つの目標変数に対して集められたすべての実際値を
含むステップと、
　一以上の外れ値を識別することに対応する一の偏り基準を選択するステップと、
　少なくとも一つの数学モデルにおいて使用される複数のモデル係数の一セットを選択す
るステップと、
　（１）前記少なくとも一つの数学モデルを前記完成したデータセットに適用することか
ら決定された複数の予測値の一セットをプロセッサが生成するステップと、
　（２）前記複数の予測値の一セット及び前記複数の実際値の一セットから決定された複
数の打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットを前記プロセッサが生成するステップと
、
　（３）前記少なくとも一つの目標変数に対する前記複数の予測値の一セット及び前記複
数の実際値の一セットから決定された一の誤差セットを前記プロセッサが生成するステッ
プと、
　（４）前記誤差セット及び前記偏り基準から決定された複数の誤差しきい値の一セット
を前記プロセッサが生成するステップと、
　（５）前記複数の誤差しきい値の一セットの外にある対応誤差セット値を有する前記完
成したデータセットの要素を含む除去されたデータセットを前記プロセッサが生成するス
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テップと、
　（６）前記除去されたデータセット内には存在しない前記完成したデータセットのすべ
ての要素を含む一の打ち切られたデータセットを前記プロセッサが生成するステップと、
　（７）前記打ち切られたデータセット及び前記複数のモデル係数の一セットから決定さ
れた前記少なくとも一つの数学モデルに関連付けられた複数の更新モデル係数の一セット
を前記プロセッサが生成するステップと、
　（８）前記完成したデータセット及び前記複数の更新モデル係数の一セットから決定さ
れた複数の更新予測値の一セットを前記プロセッサが生成するステップと、
　（９）前記複数の更新予測値の一セット及び前記複数の実際値の一セットに基づいて複
数の更新打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットを前記プロセッサが生成するステッ
プと、
　一の打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまでステップ（１）～（９）を一反
復として繰り返し、前記反復において、前記複数の予測値の一セット、前記誤差セット、
前記複数の誤差しきい値の一セット、前記除去されたデータセット、及び前記打ち切られ
たデータセットが、前記複数の更新モデル係数の一セットを使用して生成され、前記打ち
切りパフォーマンス終了基準が満たされることは、前記複数の打ち切りモデルパフォーマ
ンス値の一セット及び前記複数の更新打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットから決
定されるステップと、
　前記複数の更新予測値の一セットを非一時的コンピュータデータ媒体に格納するステッ
プと
　を含む方法。
【請求項１９】
　前記偏り基準は、一の相対誤差及び一の絶対誤差の少なくとも一つを含み、
　前記複数の予測値の一セットは独立的に、前記少なくとも一つの目標変数に対して集め
られた前記すべての実際値から生成される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットは第１標準誤差値及び第１決定
係数値を含み、
　前記複数の更新打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットは第２標準誤差値及び第２
決定係数値を含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記誤差セットは、一の相対誤差及び一の絶対誤差の少なくとも一つを含み、
　前記誤差セットは、前記目標変数に対する前記複数の予測値の一セットと前記複数の実
際値の一セットとの対比によって生成される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数の更新モデル係数の一セットは、一の線形最適化モデル及び一の非線形最適化
モデルの少なくとも一つを使用して前記複数の予測値の一セットと前記複数の実際値の一
セットとの間の誤差を最小化することによって生成される、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は、一の標準誤差終了値及び一の決定係数終了値
を含み、
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準を満たすことは、前記標準誤差終了値が前記第１
標準誤差及び第２標準誤差間の差分よりも大きくかつ前記決定係数終了値が前記第１決定
係数及び第２決定係数間の差分よりも大きいことを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　システムであって、
　プロセッサ及び格納サブシステムを含むサーバと、
　少なくとも一つの変数に対して集められたすべての実際値を含む一の完成したデータセ
ットを含みかつ前記格納サブシステムによって格納されるデータベースと、
　前記格納サブシステムによって格納されるコンピュータプログラムと
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　を含み、
　前記コンピュータプログラムは、実行されると前記プロセッサに、
　一以上の外れ値を決定することに関連付けられた一の偏り基準を選択することと、
　数学モデルに関連付けられた複数のモデル係数の一セットを与えることと、
　（１）前記数学モデルを前記完成したデータセットに適用することに基づいて前記完成
したデータセットに対する複数の予測値の一セットを生成することと、
　（２）前記複数の予測値の一セットと前記完成したデータセットの対応実際値との対比
によって一の誤差セットを生成することと、
　（３）前記誤差セット及び前記偏り基準に基づいて複数の誤差しきい値の一のセットを
生成することと、
　（４）前記複数の誤差しきい値の一セットの外にある対応誤差セット値を有する前記完
成したデータセットの要素を含む除去されたデータセットを生成することと、
　（５）前記除去されたデータセット内には存在しない前記完成したデータセットのすべ
ての要素を含む一の打ち切られたデータセットを生成することと、
　（６）前記打ち切られたデータセットに基づいて前記数学モデルに関連付けられた複数
の更新モデル係数の一セットを生成することと、
　（７）一の打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまでステップ（１）～（６）
を繰り返して外れ値偏り低減をもたらし、前記反復において、前記複数の予測値の一セッ
ト、前記誤差セット、前記複数の誤差しきい値の一セット、前記除去されたデータセット
、及び前記打ち切られたデータセットが、前記複数の更新モデル係数の一セットを使用し
て再生成されることと
　を引き起こすことによって外れ値偏りを低減する命令を含むシステム。
【請求項２５】
　前記複数の予測値の一セットは、前記完成したデータセット及び複数のモデル係数の前
記セットに基づいて生成され、
　前記複数の予測値の一セットは独立的に、前記少なくとも一つの変数に対して集められ
た前記すべての実際値から生成される、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記誤差セットは、式：相対誤差ｍ＝（（予測値ｍ－実際値ｍ）／実際値ｍ）２（「ｍ
」は参照番号）を使用して生成された複数の相対誤差の一セットである、請求項２４に記
載のシステム。
【請求項２７】
　前記誤差セットは、式：絶対誤差ｍ＝（予測値ｍ－実際値ｍ）２（「ｍ」は参照番号）
を使用して生成された複数の絶対誤差の一セットである、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記誤差セットは、複数の絶対誤差の一セット及び複数の相対誤差の一セットである、
請求項２４に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記誤差セットは、前記対応実際値と前記複数の予測値の一セットとの差分である、請
求項２４に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記複数の更新モデル係数の一セットは、前記打ち切られたデータセット及び前記複数
のモデル係数の一セットに基づいて生成される、請求項２４に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記プログラムは、実行されると前記プロセッサに、
　前記複数のモデル係数の一セット及び前記対応実際値に基づいて複数のパフォーマンス
値の一セットを生成することと、
　前記複数の更新モデル係数の一セット及び前記対応実際値に基づいて複数の更新パフォ
ーマンス値の一セットを生成することと
　を引き起こすことにより外れ値偏りを低減する命令をさらに含み、
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　前記打ち切りパフォーマンス終了を満たすことは、前記複数のパフォーマンス値の一セ
ット及び前記複数の更新パフォーマンス値の一セットに基づく、請求項２４に記載のシス
テム。
【請求項３２】
　前記複数のパフォーマンス値の一セットは、第１標準誤差値及び第１決定係数値の少な
くとも一つを含み、
　前記複数の更新パフォーマンス値の一セットは、第２標準誤差値及び第２決定係数値の
少なくとも一つを含む、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は一の標準誤差を含む、請求項２４に記載のシス
テム。
【請求項３４】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は一の決定係数を含む、請求項２４に記載のシス
テム。
【請求項３５】
　前記複数の更新モデル係数の一セットを生成することは、実行されると前記プロセッサ
に、前記複数の予測値の一セットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットを
最小化することを引き起こすことにより外れ値偏りを低減する命令を含む、請求項２４に
記載のシステム。
【請求項３６】
　前記複数の予測値の一セットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットは、
非線形最適化モデルを使用して最小化される、請求項３５に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記複数の予測値の一セットと前記対応実際値との間の前記複数の誤差の一セットは、
線形最適化モデルを使用して最小化される、請求項３５に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記完成したデータセットは、工業プラント施設、発電施設、及び精製施設の少なくと
も一つである施設に対する複数のパフォーマンス値を含む、請求項２４に記載のシステム
。
【請求項３９】
　前記プログラムは、実行されると前記プロセッサに、
　前記完成したデータセットに基づいて一のランダムデータセットを生成することと、
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまで前記ランダムデータセットに対
してステップ（１）～（６）を繰り返すことと、
　前記偏り基準に対応する前記完成したデータセット及び前記ランダムデータセットに対
して複数の最終パフォーマンス値の一セットを生成することと、
　第２偏り基準を選択することと、
　前記第２偏り基準を使用して前記打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまで前
記完成したデータセット及び前記ランダムデータセットに対してステップ（１）～（６）
を繰り返すことと、
　前記第２偏り基準に基づいて前記完成したデータセット及び前記ランダムデータセット
に対して複数の最終パフォーマンス値の第２セットを生成することと、
　前記完成したデータセットに対する前記複数の最終パフォーマンス値の一セット及び前
記複数の最終パフォーマンス値の第２セットを、前記ランダムデータセットに対する前記
複数の最終パフォーマンス値の一セット及び前記複数の最終パフォーマンス値の第２セッ
トと対比することと
　を引き起こす命令をさらに含む、請求項２４に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記ランダムデータセットは、前記完成したデータセットにおける前記値の範囲内にあ
る複数の値から展開された複数の任意抽出データ値からなる、請求項３９に記載のシステ
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ム。
【請求項４１】
　システムであって、
　プロセッサ及び非一時的格納サブシステムを含むサーバと、
　前記格納サブシステムによって格納されるデータベースであって、
　施設に対する少なくとも一つの目標変数と、
　前記少なくとも一つの目標変数に対して決定された複数の実際値の一セットと、
　前記施設に対する一の完成したデータセットであって、前記完成したデータセットは、
前記少なくとも一つの目標変数から集められたすべての実際値を含むデータセットと
　を含むデータベースと、
　前記格納サブシステムによって格納されるコンピュータプログラムと
　を含み、
　前記コンピュータプログラムは、実行されると前記プロセッサに、
　一以上の外れ値を識別する一の偏り基準を選択することと、
　少なくとも一つの数学モデルにおいて使用される複数のモデル係数の一セットを選択す
ることと、
　（１）前記少なくとも一つの数学モデルを前記完成したデータセットに適用することか
ら決定された複数の予測値の一セットを生成することと、
　（２）前記複数の予測値の一セット及び前記複数の実際値の一セットから決定された複
数の打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットを生成することと、
　（３）前記少なくとも一つの目標変数に対する前記複数の予測値の一セット及び前記複
数の実際値の一セットに基づいて一の誤差セットを生成することと、
　（４）前記誤差セット及び前記偏り基準から決定された複数の誤差しきい値の一セット
を生成することと、
　（５）前記複数の誤差しきい値の一セットの外にある対応誤差セット値を有する前記完
成したデータセットの要素を含む除去されたデータセットを生成することと、
　（６）前記除去されたデータセットの一部ではない前記完成したデータセットのすべて
の要素を含む、決定された一の打ち切られたデータセットを生成することと、
　（７）前記打ち切られたデータセット及び前記複数のモデル係数の一セットから決定さ
れかつ前記数学モデルに関連付けられた複数の更新モデル係数の一セットを生成すること
と、
　（８）前記完成したデータセット及び前記複数の更新モデル係数の一セットから決定さ
れた複数の更新予測値の一セットを生成することと、
　（９）前記複数の更新予測値の一セット及び前記複数の実際値の一セットから決定され
た複数の更新打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットを生成することと、
　一の打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされるまでステップ（１）～（９）を一反
復として繰り返して外れ値偏りを低減することであって、前記反復において、前記複数の
予測値の一セット、前記誤差セット、前記複数の誤差しきい値の一セット、前記除去され
たデータセット、及び前記打ち切られたデータセットが、前記複数の更新モデル係数の一
セットを使用して再生成され、前記打ち切りパフォーマンス終了基準が満たされることは
、前記複数の打ち切りモデルパフォーマンス値の一セット及び前記複数の更新打ち切りモ
デルパフォーマンス値の一セットから決定されることと、
　前記複数の更新予測値の一セットを前記格納サブシステムに格納することと
　を引き起こすことによって外れ値偏りを低減する命令を含むシステム。
【請求項４２】
　前記偏り基準は、一の相対誤差及び一の絶対誤差の少なくとも一つを含み、
　前記複数の予測値の一セットは独立的に、前記少なくとも一つの目標変数に対して集め
られた前記すべての実際値から生成される、請求項４１に記載のシステム。
【請求項４３】
　前記複数の打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットは第１標準誤差値及び第１決定
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係数値を含み、
　前記複数の更新打ち切りモデルパフォーマンス値の一セットは第２標準誤差値及び第２
決定係数値を含む、請求項４１に記載のシステム。
【請求項４４】
　前記誤差セットは、一の相対誤差及び一の絶対誤差の少なくとも一つを含み、
　前記誤差セットは、前記少なくとも一つの目標変数に対する前記複数の予測値の一セッ
トと前記複数の実際値の一セットとの対比によって生成される、請求項４１に記載のシス
テム。
【請求項４５】
　一の打ち切られた因子を生成することは、実行されると前記プロセッサに、前記複数の
予測値の一セットと前記複数の実際値の一セットとの間の前記複数の誤差の一セットを最
小化することを引き起こして外れ値偏りを低減する命令を含む、請求項４１に記載のシス
テム。
【請求項４６】
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準は、一の標準誤差終了値及び一の決定係数終了値
を含み、
　前記打ち切りパフォーマンス終了基準を満たすことは、前記標準誤差終了値が前記第１
標準誤差及び第２標準誤差間の差分よりも大きくかつ前記決定係数終了値が前記第１決定
係数及び第２決定係数間の差分よりも大きいことを含む、請求項４３に記載のシステム。
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